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研究 1は SC・心理教育相談員 10名，担任教師 8名，養護教諭 9名を調査対象とし，半構造化面接を実
施し，他職種と協働した援助経験の中で，アセスメントプロセスにおける各職種の視点の特徴を尋ねた。 
研究 2では対象は中学校 SC96名，教師 322名でアセスメントの共有方略，集団内葛藤対処行動，チー
ム内葛藤，教師と SCの協働に関する尺度を用い郵送法により質問紙調査を実施した。研究 3では教師 11
名と SC・教育相談員 10名を対象に半構造化面接を実施した（3-1）。同一事例への協働経験を有する中学






































平成 26年 6月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ 教育学 ）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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